
― 住宅型有料老人ホーム 和楽苑 広報誌 ―

昨
年
挑
戦
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
、
食
卓
に

あ
が
っ
た
の
は
、
ほ
ん
の
数
回
だ
け
、
今
年
こ

そ
大
豊
作
を
願
い
土
づ
く
り
か
ら
挑
戦
中
で
す
。

最
近
パ
ン
作
り
も
始
め
、
夏
に
は
自
家
製
の

ト
マ
ト
ソ
ー
ス
で
ピ
ザ
パ
ン
な
ど
焼
け
た
ら
い

い
な
と
夢
は
膨
ら
み
卯
年
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

和楽苑 理念 ✿最高の環境で素晴らしい老後を

利用者の皆様が安心感の持てる癒しの生活の場となるよう努力しています。
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今
号
か
ら
在
宅
系
（
該
当
部
署
：
和
楽

苑
・
和
光
園
訪
問
介
護
・
和
光
園
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
）
の
委
員
会
の
紹
介
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
全
体
構
成
は
こ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

笑 楽

和楽苑 春の行事 皆様の笑顔をお届けします

２
０
２
３
年
、
立
夏
を
迎
え
緑
濃
い
季
節
の
到
来
と
な
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
つ
つ
あ
る
今
春
、
入
居
者
の

皆
様
も
毎
年
心
待
ち
に
し
て
お
ら
れ
た
「
お
花
見
」
を
青
空

の
下
楽
し
ん
で
頂
け
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
み
ら
れ

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

お花見日和

※
 

マ
ス
ク
を
外
し
て
い
る
写
真
が
あ
り
ま
す
が

写
真
撮
影
時
の
み
外
し
て
い
ま
す
。

委
員
会

紹
介

①
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図
で
分
か
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
委
員
会
を

総
括
し
て
い
る
の
が
「
教
育
委
員
会
」
で
す
。

こ
の
委
員
会
は
全
委
員
会
の
審
議
を
担
い
、

目
標
に
対
す
る
活
動
の
進
捗
状
況
の
確
認
、

助
言
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
委
員
会
、
目

標
へ
の
達
成
度
が
高
い
ほ
ど
、
業
務
全
般
の

改
善
と
な
り
、
ご
利
用
者
様
の
満
足
度
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
、
と
の
想
い
で
す
。
た
だ
現

実
は
至
ら
ぬ
こ
と
ば
か
り
。
今
年
度
、
新
た

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※

そ
の
他
の
委
員
会
に
つ
い
て
は
次
号
で
ご

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

委員会より
ひとこと



『

世

界

に

一

つ

だ

け

の

贈

り

物

（
も
の
づ
く
り
）
』
ス
タ
ー
ト
！

利

用

者

様

に

取

り

組

ん

で

い

た

だ

い

て

い

る

「

楽

し

く

頭

を

使

い

、

体

を

動

か

し

て

、

人

と

関

わ

り

あ

う
こ
と
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た

「

楽

（

ら

く

）

し

ゅ

う

式

機

能

訓

練

」

。

今

年

度

は

『

世

界

に

一

つ

だ

け

の

贈

り

物

（

も

の

づ

く

り

）

』

」

に

チ

ャ

レ

ン

ジ

し

ま

す
。
！

こ

の

コ

ロ

ナ

禍

、

人

と

人

と

の

交

流

が

減

る

中

、

相

手

に

想

い

や

気

持

ち

を

伝

え

る

に

は

ど

う

し

た

ら
よ
い
か
？

季

節

ご

と

に

「

メ

ッ

セ

ー

ジ

カ

ー

ド

・

絵

ハ

ガ

キ

な

ど

」

1

作

品

を

手

作

り

し

、

ご

家

族

へ

お

渡

し

し

た

い

、

『

世

界

に

一

つ

だ

け

の
贈
り
物
』
を
。

進

捗

状

況

は

運

営

懇

談

会

に

て

報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

11、趣味を活かすこと
12、送迎はデイスタッフが行い、

コミュニケーションを十分に図ること
13、水分は身体も頭も潤すもの
14、トイレへ楽しく行きましょう
15、機能訓練は難しいものではない
16、お風呂は一対一で行うこと
17、日記をつけ、楽しむこと
18、ゆったりを心がけ業務に追われないこと
19、一緒に笑い楽しむこと
20、みんなで創り上げていくこと

１、よりそいデイサービスである
２、利用者様はお客様である
３、優しい大きな心とゆとりを持つこと
４、時間にしばられない空間である
５、デイホールは家の部屋の一つである
６、デイスタッフも楽しむ空間である
７、個別ケアであって集団ケアではない
８、ニーズが叶う空間である
９、人生を学びケアに活かすこと
10、否定の言葉は忘れること

― 和楽苑デイサービスセンター 広報誌 ―

デイスタッフ心得 20箇条

楽（らく）しゅう式機能訓練 便り ※ マスクを外している写真がありますが
写真撮影時のみ外しています。
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